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1　調査の経過
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ル・ステーションによる測量と図化をおこなうこととした。
　すなわち発掘された主要な遺構について、その上場と下場の主要なポイントについてトータ
ル・ステーションを用いて三次元位置データを取得し、これに基づいて GIS 上で住居の壁や床
面や通路などの遺構の単位毎にポリゴンを作成して、重ねて表示した（図 10）。
　なお中央地区以外でも、西側城壁地区において発掘調査がなされたため、中央地区と同じ方
で、記録をおこなっている。
　本年度の調査によって、前期ハラッパー期・盛期ハラッパー期・後期ハラッパー期の住居や
道路遺構が発見されている。トータル・ステーション測量によるデータによって、個々の施設
の規模と方位を正確に算出して、その推移とカーンメール遺跡の構造を復元していきたい。
　カーンメール遺跡においても、複数の炉跡で考古地磁気の分析資料を採取して、城壁の北側
と西側において、地中レーダ探査を実施した（図 11）。
4　結び
　考古学 GIS 班は、インダスプロジェクトの発掘調査成果のすべてについて共通した時間情報
と空間情報を取得して、GIS 上で管理・分析を実施することを目標にして作業を進めている。
現在、作業量の問題から、すべてのデータをディジタル形式で記録することは難しいが、紙ベ
ースの記録にもディジタルデータと共通する位置データを与えて、GIS データとして使用でき
るようにしている。この作業によって、城壁・建物・墓など遺構の規模や方位や配置など、発
掘調査成果について、従来よりもはるかに正確な情報を取得することができるであろう。また
これによって各種の遺物や動物・植物遺体を含む環境情報が、遺跡内にどのように散布し、遺
構配置とどのように関わるかを GIS 上で分析することが可能となる。
　今後、このような作業をさらに進めることによって、インダス文明遺跡においてどのような
人の営みがなされたか、また人と環境・資源とがどのように関ったかについての解明を進めて
いきたい。
図 11　GPR 探査風景（左）とセシウム磁力計による磁気探査風景（右）
